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衝撃を緩め、やわらかい感触

の舗装材に利用できます。 

土の表面に敷き詰めると、雑草が生

えにくく、土の乾燥も防ぎます。 
ひと手間掛けると良質の堆

肥ができます。 

チ
ッ
プ
利
用
例 

佐賀市清掃工場（南部中継所を含む）に持ち込まれ

た剪定枝の一部をチップ化して、無料で配布していま

す。令和２年度は３．２４トンの剪定枝をリサイクル

し、２１５人に配布しました。チップはマルチング材

や堆肥の材料として利用することができます。 

市の処理施設に事業系一般廃棄物を年間36トン以上搬入・処理している事業

者等を「多量排出事業者」とし、廃棄物減量等推進責任者の選任と、事業系一般

廃棄物の減量に関する計画書の提出を義務付けています。 

令和２年度は６７の事業者が該当しました。多量排出事業者等を対象としてご

み減量や資源化の事例を紹介するセミナーを行い、２２名の参加がありました。 

ごみ減量について広く市民にＰＲするため、さまざまな機会 

を利用して啓発活動を行っています。 

 

１２月：2020WEBさが環境フェスティバル 

 

ごみの減量や分別に関する動画や記事を作成し、WEB 上で公開

しました。 

「ペットボトル分別チャレンジ～正しく分別できるかな～」 

「ごみ分別の館～本当にあった怖いごみ分別～」 など 

掲載した２５日間で３６３件のアクセスがありました。 

 

     ごみ減量の推進 ③ その他のごみ 環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

③ 事業系ごみの減量化計画書提出の義務化 

② イベント会場での啓発活動 

堆肥の材料 マルチング材 クッション材 

① 剪定枝のチップ化 

剪定枝 チップ化 
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佐賀市内のマイバッグ･ノーレジ袋推進店における

買い物客のうち、レジ袋購入を控えた人数を調査して

います。      

令和２年度は、市内スーパー１０店舗で実施しまし

た。同年７月にレジ袋が有料化されたことにより、９

月に実施した調査でのマイバッグ持参率は、前年度に

比べて大幅に増加しました。 

調査結果を広報することで、市民および店舗における買物袋持参運動の普及・定着を図ります。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀市マイバッグ持参・ノーレジ袋実施率調査 
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マイバック持参・ノーレジ袋実施率調査結果

     ごみ減量の推進 ③ その他のごみ 環境の保全等に関して 

講じた施策の実施状況 

日本では年間約305億枚、一人あたりでは300枚ものレジ袋が使用されていると 

言われています。レジ袋１枚あたりで大さじ１杯（１５mℓ）の原油に相当します。          

※出典：「なっトク、知ットク、３R」 経済産業省 

レジ袋を断り、マイバッグで買い物をすれば、ごみの減量と資源節約につながります。 

 

令和２年７月 
レジ袋有料化 

④ 買物袋持参運動 

佐賀市では地域に根ざした消費者活動を実施している消費者グループを支援しており、各地区消費者グループは

事業の一環として、マイバッグキャンペーン等、環境意識の向上に取り組んでいます。 

令和２年度は、マイバッグ推進街頭啓発１回、ごみ減量推進学習３回実施されました。 

 

 

 

※H30 は未実施 


